
告
　
　
示

○
漁
船
損
害
等
補
償
法
の
規
定
に
よ
る
付
保
義
務
の
発
生
の
た
め
の
同
意
の
認
定

（
水
　
産
　
課
）

一

公
　
　
告

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
県
民
参
画
課
）

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
（
二
件
）

（

〃
　
　
）

○
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
の
規
定
に
よ
る
新
設
の
届
出
　
　
　
　
　
　
　
（
経
営
支
援
課
）

二

○
土
地
改
良
事
業
計
画
変
更
の
認
可
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
地
改
良
課
）

三

○
土
地
改
良
事
業
の
同
意
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

〃
　
　
）

○
土
地
改
良
事
業
の
認
可
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

〃
　
　
）

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

○
平
成
十
八
年
二
月
十
二
日
執
行
の
高
松
市
議
会
議
員
増
員
選
挙
（
国
分
寺
選
挙
区
）
に
お

け
る
選
挙
の
効
力
に
関
す
る
審
査
の
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
の
要
旨

四

監
査
委
員
告
示

○
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
る
包
括
外
部
監
査
の
事
務
の
補
助
者

六

●
香
川
県
告
示
第
四
百
十
号

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

届
出
を
審
査
し
た
結
果
、
土
庄
中
央
加
入
区
に
つ
い
て
同
法
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
が

あ
っ
た
と
認
め
た
の
で
告
示
す
る
。

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
繰
下
発
行
）

香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
八
年
五
月
九
日

（
第
九
三
三
五
号
）

目

次

（

印
は
、
県
法
規
集
掲
載
事
項
）
ペ
ー
ジ

第 36 号

平成 18 年

5 月 9 日（火曜日）

一

平
成
十
八
年
五
月
九
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
非
営
利

活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

な
お
、
関
係
書
類
は
、
香
川
県
政
策
部
県
民
参
画
課
に
備
え
置
き
、
平
成
十
八
年
六
月
十
四
日
ま
で
縦

覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
五
月
九
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
十
八
年
四
月
十
二
日

二
　
申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

特
定
非
営
利
活
動
法
人
カ
マ
タ
マ
ー
レ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

平
井
　
卓
也

高
松
市
丸
亀
町
七
番
地
九

三
　
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
地
域
の
住
民
と
と
も
に
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
普
及
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
青
少

年
の
健
全
育
成
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
市
民
の
健
康
で
豊
か
な
地
域
づ

く
り
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
非

営
利
活
動
法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

な
お
、
関
係
書
類
は
、
香
川
県
政
策
部
県
民
参
画
課
に
備
え
置
き
、
平
成
十
八
年
六
月
十
九
日
ま
で
縦

覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
五
月
九
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

告

示

公

告



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
八
年
五
月
九
日

（
第
九
三
三
五
号
）

二

一
　
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
十
八
年
四
月
十
七
日

二
　
申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

特
定
非
営
利
活
動
法
人
地
域
教
育
福
祉
会
・
花
さ
き
山
　
　

笠
井
　
則
男

綾
歌
郡
綾
川
町
畑
田
五
五
二
番
地
四

三
　
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
地
域
の
高
齢
者
、
障
害
者
及
び
児
童
生
徒
に
対
し
て
、
福
祉
と
教
育
そ
し
て
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
地
域
社
会
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
非

営
利
活
動
法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

な
お
、
関
係
書
類
は
、
香
川
県
政
策
部
県
民
参
画
課
に
備
え
置
き
、
平
成
十
八
年
六
月
十
九
日
ま
で
縦

覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
五
月
九
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
十
八
年
四
月
十
八
日

二
　
申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

特
定
非
営
利
活
動
法
人
子
育
て
ネ
ッ
ト
く
す
く
す

渡
邊
　
顕
一
郎

善
通
寺
市
金
蔵
寺
町
一
〇
四
四
番
地
二

三
　
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
県
民
及
び
児
童
と
そ
の
家
族
に
対
し
て
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
と
子
育
て
支
援
に
関

す
る
事
業
を
行
い
、
県
民
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
事
を
目
的
と
す
る
。

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
五
月
九
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
届
出
の
概
要

１
　
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

大
黒
天
物
産
株
式
会
社
　
　
岡
山
県
倉
敷
市
堀
南
七
〇
四
番
地
の
五

２
　
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

ラ
・
ム
ー
丸
亀
飯
山
店
　
　
丸
亀
市
飯
山
町
西
坂
元
五
八
三
番
地
ほ
か

３
　
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

大
黒
天
物
産
株
式
会
社
　
　
岡
山
県
倉
敷
市
堀
南
七
〇
四
番
地
の
五

は
る
や
ま
商
事
株
式
会
社
　
　
岡
山
県
岡
山
市
表
町
一
丁
目
二
番
三
号

４
　
大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
を
す
る
日

平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
六
日

５
　
大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計

二
、
八
七
四
平
方
メ
ー
ト
ル

６
　
大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
配
置
に
関
す
る
事
項

駐
車
場
の
収
容
台
数

一
六
七
台

駐
輪
場
の
収
容
台
数

九
七
台

荷
さ
ば
き
施
設
の
面
積

七
七
九
・
四
二
平
方
メ
ー
ト
ル

廃
棄
物
等
の
保
管
施
設
の
容
量

六
七
・
七
二
立
方
メ
ー
ト
ル

７
　
大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
運
営
方
法
に
関
す
る
事
項

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻

大
黒
天
物
産
株
式
会
社



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
八
年
五
月
九
日

（
第
九
三
三
五
号
）

三

開
店
時
刻
　
午
前
零
時

閉
店
時
刻
　
午
後
十
二
時

は
る
や
ま
商
事
株
式
会
社

開
店
時
刻
　
午
前
十
時

閉
店
時
刻
　
午
後
十
時

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

午
前
零
時
か
ら
午
後
十
二
時
ま
で

駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
数

二
箇
所

荷
さ
ば
き
施
設
に
お
い
て
荷
さ
ば
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で

二
　
届
出
年
月
日

平
成
十
八
年
四
月
二
十
五
日

三
　
届
出
書
及
び
添
付
書
類
の
縦
覧
場
所
及
び
縦
覧
期
間

１
　
縦
覧
場
所

香
川
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課
及
び
丸
亀
市
産
業
部
商
工
観
光
課

２
　
縦
覧
期
間

平
成
十
八
年
五
月
九
日
（
火
曜
日
）
か
ら
平
成
十
八
年
九
月
八
日
（
金
曜
日
）
ま
で

四
　
意
見
書
の
提
出

法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周

辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
次
の
項
目

を
記
載
し
た
書
面
を
本
日
か
ら
四
月
以
内
（
平
成
十
八
年
九
月
八
日
（
金
曜
日
）
ま
で
）
に
次
の
提
出

先
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
提
出
さ
れ
た
意
見
書
は
、
そ
の
概
要
を
公
告
す
る
と
と
も
に
、
香
川
県
商
工
労
働
部
経
営
支

援
課
及
び
丸
亀
市
産
業
部
商
工
観
光
課
に
お
い
て
当
該
公
告
の
日
か
ら
一
月
間
縦
覧
に
供
す
る
。

１
　
記
載
す
べ
き
項
目

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名

事
業
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
事
業
の
種
類
及
び
沿
革

意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

意
見
の
内
容

２
　
提
出
先

郵
便
番
号
七
六
〇
―
八
五
七
〇
　
　
高
松
市
番
町
四
丁
目
一
番
一
〇
号

香
川
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課
商
業
・
金
融
グ
ル
ー
プ

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
さ
ぬ
き
市
寒
川
土
地
改
良
区
が
土
地
改
良
事
業
（
基
盤
整
備
促
進
事
業

道
味
地
区
）
計
画
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
平
成
十
八
年
四
月
十
七
日
認
可
し
た
。

平
成
十
八
年
五
月
九
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
九
十
六
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
町
が
当
該
下
欄
に
掲
げ
る
土
地
改
良
事

業
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
平
成
十
八
年
四
月
十
九
日
同
意
し
た
。

平
成
十
八
年
五
月
九
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

町
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
　
地
　
改
　
良
　
事
　
業
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
木
町
　
　
　
単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
南
原
地
区

〃
　
　
　
　
　
単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
宮
尾
地
区

〃
　
　
　
　
　
単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
砂
古
地
区

〃
　
　
　
　
　
単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
上
穴
田
地
区

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
高
松
市
西
植
田
土
地
改
良
区
が
土
地
改
良
事
業
（
単
独
市
費
補
助
土
地

改
良
事
業
中
原
地
区
）
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
平
成
十
八
年
四
月
二
十
四
日
認
可
し
た
。



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
八
年
五
月
九
日

（
第
九
三
三
五
号
）

四

平
成
十
八
年
五
月
九
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

●
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
八
十
七
号

平
成
十
八
年
三
月
十
四
日
付
け
で
高
松
市
国
分
寺
町
国
分
八
三
一
番
地
一
の
塩

孝
博
か
ら
提
起
さ
れ

た
同
年
二
月
十
二
日
執
行
の
高
松
市
議
会
議
員
増
員
選
挙
（
国
分
寺
選
挙
区
）
に
お
け
る
選
挙
の
効
力
に

関
す
る
審
査
の
申
立
て
に
つ
い
て
、
当
委
員
会
は
、
同
年
五
月
九
日
次
の
と
お
り
裁
決
し
た
の
で
、
公
職

選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
二
百
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
告
示
す
る
。

平
成
十
八
年
五
月
九
日

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
　
　
竹
　
　

克
　
　
彦

裁
　
　
　
　
　
決
　
　
　
　
　
書

高
松
市
国
分
寺
町
国
分
八
三
一
番
地
一

審
査
申
立
人
　
　
塩
　

孝
　
博

右
審
査
申
立
人
か
ら
、
平
成
十
八
年
三
月
十
四
日
付
け
で
提
起
さ
れ
た
同
年
二
月
十
二
日
執
行
の
高
松

市
議
会
議
員
増
員
選
挙
（
国
分
寺
選
挙
区
）
に
お
け
る
選
挙
の
効
力
に
関
す
る
審
査
の
申
立
て
に
つ
い
て
、

当
委
員
会
は
、
次
の
と
お
り
裁
決
す
る
。

主
　
　
　
文

本
件
審
査
の
申
立
て
を
棄
却
す
る
。

審
査
の
申
立
て
の
要
旨

審
査
申
立
人
（
以
下
「
申
立
人
」
と
い
う
。
）
は
、
平
成
十
八
年
二
月
十
二
日
執
行
の
高
松
市
議
会
議

員
増
員
選
挙
（
国
分
寺
選
挙
区
）
（
以
下
「
本
件
選
挙
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
選
挙
の
効
力
に
つ
い
て
、

同
月
十
六
日
付
け
で
高
松
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
以
下
「
市
委
員
会
」
と
い
う
。
）
に
対
し
異
議
の
申
出

を
し
た
と
こ
ろ
、
市
委
員
会
は
、
同
月
二
十
八
日
付
け
で
こ
の
異
議
の
申
出
を
棄
却
す
る
旨
の
決
定
を
し

た
。申

立
人
は
、
こ
の
決
定
を
不
服
と
し
て
、
当
委
員
会
に
対
し
、
市
委
員
会
の
決
定
を
取
り
消
し
、
本
件

選
挙
を
無
効
と
す
る
旨
の
裁
決
を
求
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

そ
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
審
査
申
立
書
を
要
約
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
　
申
立
人
は
、
本
件
選
挙
の
選
挙
人
で
あ
る
が
、
本
件
選
挙
の
告
示
日
で
あ
る
平
成
十
八
年
二
月
五
日

に
本
件
選
挙
に
係
る
違
法
な
チ
ラ
シ
が
頒
布
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
同
月
六
日
付
け
で
、
市
委
員

会
及
び
坂
出
警
察
署
に
対
し
、
公
職
選
挙
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
の
違
反
行
為
の
是
正
を
求
め

る
文
書
を
提
出
し
た
。

二
　
市
委
員
会
よ
り
平
成
十
八
年
二
月
七
日
付
け
で
、
申
立
人
に
対
し
、
今
回
の
チ
ラ
シ
の
頒
布
は
、
法

第
百
四
十
二
条
の
「
文
書
図
画
の
頒
布
」
の
規
定
に
違
反
す
る
お
そ
れ
が
強
い
も
の
と
考
え
る
が
、
最

終
的
に
は
捜
査
当
局
が
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
件
に
つ
い
て
は
既
に
坂
出
警
察
署
へ
の

通
報
を
行
っ
て
い
る
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
が
、
担
当
刑
事
に
よ
れ
ば
市
委
員
会
か
ら
は
何
も
聞
い
て
い

な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

な
お
、
坂
出
警
察
署
の
担
当
刑
事
は
、
申
立
人
の
提
出
書
を
受
け
、
同
月
六
日
の
夜
、
堺
高
章
氏
に

電
話
を
か
け
、
ま
た
、
同
月
七
日
に
は
、
直
接
会
っ
て
問
題
が
あ
る
旨
を
警
告
し
た
と
こ
ろ
、
以
後
頒

布
は
中
止
さ
れ
た
。

三
　
チ
ラ
シ
を
立
案
し
た
堺
高
章
氏
は
、
当
該
チ
ラ
シ
は
選
挙
運
動
の
た
め
に
使
用
す
る
文
書
に
は
絶
対

に
当
た
ら
な
い
と
断
言
し
て
い
る
が
、
「
法
第
百
四
十
二
条
第
一
項
に
い
う
「
選
挙
運
動
の
た
め
に
使

用
す
る
文
書
」
と
は
、
文
書
の
外
形
内
容
自
体
か
ら
み
て
選
挙
運
動
の
た
め
に
使
用
す
る
と
推
知
さ
れ

る
も
の
を
指
称
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
当
該
文
書
の
外
形
又
は
内
容
に
何
ら
か
の
意
味
で
選

挙
運
動
の
趣
旨
が
表
示
さ
れ
て
い
て
、
見
る
者
が
頒
布
の
時
期
、
場
所
等
の
諸
般
の
状
況
か
ら
推
し
て

特
定
の
選
挙
に
お
け
る
特
定
の
候
補
者
の
た
め
の
選
挙
運
動
文
書
で
あ
る
こ
と
を
た
や
す
く
了
解
し
得

る
も
の
で
あ
れ
ば
足
り
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
り
、
当
該
文
書
の
外
形
内
容
自
体
に
特
定
の
選
挙

に
お
け
る
特
定
の
候
補
者
の
当
選
を
目
的
と
す
る
趣
旨
が
逐
一
具
体
的
に
明
示
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
ま
で
厳
格
に
解
す
る
の
は
相
当
で
は
な
い
。
ま
た
右
に
所
謂
「
選
挙
運
動
」
と
は
、
特
定
の

公
職
選
挙
に
つ
き
特
定
の
候
補
者
の
当
選
を
目
的
と
し
て
、
投
票
を
得
又
は
得
さ
せ
る
た
め
に
直
接
又

は
間
接
に
必
要
か
つ
有
利
な
一
切
の
行
為
を
い
う
の
で
あ
っ
て
、
対
立
候
補
者
の
当
選
を
妨
げ
る
た
め

に
す
る
行
為
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
自
派
の
候
補
者
を
当
選
さ
せ
よ
う
と
す
る
目
的
に
出
た
も
の
で
あ

る
場
合
は
、
な
お
こ
れ
を
選
挙
運
動
と
い
う
に
妨
げ
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
（
昭
和
四
十

五
年
十
二
月
十
八
日
高
松
高
裁
判
決
）
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
チ
ラ
シ
の
頒
布
は
、
明
ら

か
に
法
第
百
四
十
二
条
に
違
反
す
る
。

四
　
申
立
人
は
、
当
該
チ
ラ
シ
の
印
刷
及
び
頒
布
等
の
状
況
に
つ
い
て
、
平
成
十
八
年
三
月
一
日
に
堺
高

選
挙
管
理
委
員
会
告
示



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
八
年
五
月
九
日

（
第
九
三
三
五
号
）

五

章
氏
と
直
接
会
談
を
行
い
、
印
刷
所
、
印
刷
申
込
者
、
印
刷
枚
数
、
分
配
状
況
の
ほ
か
、
頒
布
に
関
し

複
数
の
者
が
承
諾
し
て
い
た
事
実
を
確
認
し
た
。

五
　
市
委
員
会
は
、
決
定
書
に
お
い
て
、
当
該
チ
ラ
シ
の
頒
布
が
、
法
第
二
百
五
条
に
い
う
選
挙
無
効
の

要
件
で
あ
る
選
挙
の
規
定
違
反
に
は
当
た
ら
な
い
と
し
て
い
る
が
、
「
法
第
二
百
五
条
第
一
項
の
「
選

挙
の
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
が
あ
る
と
き
」
と
は
、
主
と
し
て
選
挙
の
管
理
の
任
に
あ
る
機
関
が
選
挙

の
管
理
執
行
の
手
続
に
関
す
る
明
文
の
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
、
又
は
そ
の
よ
う
な
明
文
の
規
定
が
な

く
と
も
、
選
挙
の
管
理
執
行
の
手
続
上
、
選
挙
法
の
基
本
理
念
た
る
選
挙
の
自
由
公
正
の
原
則
が
著
し

く
阻
害
さ
れ
た
場
合
を
指
す
（
昭
和
六
十
一
年
二
月
十
八
日
最
高
裁
判
決
）
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、
今
回
の
チ
ラ
シ
の
頒
布
は
明
ら
か
に
そ
れ
を
指
す
の
で
あ
る
か
ら
、
法
第
二
百
五
条
第
一

項
の
「
選
挙
の
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
が
あ
る
と
き
」
に
該
当
し
、
選
挙
の
結
果
に
異
動
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
が
あ
る
か
ら
、
市
委
員
会
の
決
定
に
は
誤
り
が
あ
り
容
認
で
き
な
い
。

六
　
市
委
員
会
の
決
定
書
で
は
、
こ
の
よ
う
な
違
法
行
為
が
全
般
的
か
つ
組
織
的
に
行
わ
れ
、
選
挙
区
内

の
選
挙
人
全
般
が
そ
の
自
由
な
判
断
に
よ
る
投
票
を
妨
げ
ら
れ
た
よ
う
な
特
段
の
事
態
を
生
じ
た
と
も

認
め
ら
れ
ず
申
出
に
理
由
が
な
い
と
し
て
棄
却
の
決
定
を
し
て
い
る
が
、
申
立
人
の
提
出
書
及
び
警
察

の
警
告
が
な
け
れ
ば
、
世
帯
数
の
約
三
分
の
一
に
相
当
す
る
チ
ラ
シ
二
千
枚
は
、
全
部
頒
布
さ
れ
た
可

能
性
が
強
い
。
ま
た
、
国
分
寺
町
を
四
分
割
し
て
分
配
す
る
な
ど
、
組
織
的
、
広
範
囲
に
行
わ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
悪
質
極
ま
り
な
い
。

裁
　
決
　
の
　
理
　
由

当
委
員
会
は
、
こ
の
審
査
の
申
立
て
を
受
理
し
、
市
委
員
会
に
対
し
て
弁
明
書
の
提
出
を
求
め
、
申
立

人
に
対
し
て
も
反
論
書
の
提
出
を
求
め
る
と
と
も
に
、
口
頭
で
意
見
を
陳
述
す
る
機
会
を
与
え
、
本
件
審

査
申
立
て
に
係
る
そ
の
他
の
事
実
に
つ
い
て
も
調
査
を
行
い
、
慎
重
か
つ
厳
正
に
審
理
し
た
。
そ
の
結
果

は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
市
委
員
会
は
、
平
成
十
八
年
三
月
二
十
五
日
付
け
で
弁
明
書
を
提
出
し
た
が
、
申
立
人
か
ら
の

反
論
書
の
提
出
及
び
口
頭
意
見
陳
述
の
機
会
を
求
め
る
申
立
て
は
な
か
っ
た
。

一
　
お
よ
そ
選
挙
の
無
効
原
因
に
つ
い
て
は
、
法
第
二
百
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
選
挙
が
「
選
挙

の
規
定
に
違
反
す
る
」
こ
と
が
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
違
反
が
「
選
挙
の
結
果
に
異
動
を
及
ぼ
す
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
」
に
限
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
「
選
挙
の
規
定
に
違
反
す
る
」
と
は
、
主
と
し
て
選
挙
管
理
の
任
に
あ
る
機
関
が
、
選
挙
の
管

理
執
行
の
手
続
に
関
す
る
明
文
の
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
、
又
は
直
接
そ
の
よ
う
な
明
文
の
規
定
が
な

く
と
も
、
選
挙
の
管
理
執
行
の
手
続
上
、
選
挙
法
の
基
本
理
念
た
る
選
挙
の
自
由
公
正
の
原
則
が
著
し

く
阻
害
さ
れ
る
こ
と
を
指
称
し
、
選
挙
人
、
候
補
者
、
選
挙
運
動
者
等
の
選
挙
の
取
締
り
な
い
し
罰
則

規
定
違
反
の
行
為
の
ご
と
き
は
、
こ
れ
に
当
た
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
違

反
行
為
の
た
め
に
選
挙
を
無
効
と
し
て
再
選
挙
を
行
う
こ
と
を
趣
旨
と
す
る
も
の
で
は
な
い
と
解
さ
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
か
よ
う
な
違
反
行
為
で
も
、
そ
の
た
め
に
選
挙
地
域
内
の
選
挙
人
全
般

が
そ
の
自
由
な
判
断
に
よ
る
投
票
を
妨
げ
ら
れ
た
よ
う
な
特
段
の
事
態
を
生
じ
た
場
合
に
は
、
選
挙
の

自
由
公
正
が
失
わ
れ
た
も
の
と
し
て
、
あ
る
い
は
選
挙
を
無
効
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
考
ら

れ
な
い
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
昭
和
六
十
一
年
二
月
十
八
日
最
高
裁
判
決
）
。

ま
た
、
「
選
挙
の
結
果
に
異
動
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
」
と
は
、
そ
の
違
反
が
な
か
っ
た
な

ら
ば
、
選
挙
の
結
果
、
す
な
わ
ち
候
補
者
の
当
落
に
現
実
に
生
じ
た
と
こ
ろ
と
異
な
っ
た
結
果
の
生
じ

る
可
能
性
の
あ
る
場
合
を
い
う
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
昭
和
二
十
九
年
九
月
二
十

四
日
最
高
裁
判
決
）
。

二
　
申
立
人
は
、
法
第
二
百
五
条
第
一
項
の
「
選
挙
の
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
が
あ
る
と
き
」
と
は
、
選

挙
の
管
理
執
行
の
手
続
上
、
選
挙
法
の
基
本
理
念
た
る
選
挙
の
自
由
公
正
の
原
則
が
著
し
く
阻
害
さ
れ

た
場
合
を
指
す
の
で
あ
る
か
ら
、
国
分
寺
町
の
世
帯
数
の
三
分
の
一
に
相
当
す
る
二
千
枚
の
チ
ラ
シ
が

印
刷
さ
れ
、
町
を
四
分
割
し
て
配
布
す
る
な
ど
組
織
的
、
広
範
囲
に
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
法
第
二
百
五

条
第
一
項
の
「
選
挙
の
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
が
あ
る
と
き
」
に
該
当
し
、
選
挙
の
結
果
に
異
動
を
及

ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
前
記
一
で
引
用
し
た
昭
和
六
十
一
年
二
月
十
八
日
最
高

裁
判
決
が
示
す
と
お
り
、
本
件
チ
ラ
シ
の
頒
布
の
よ
う
な
行
為
は
、
こ
れ
が
法
第
百
四
十
二
条
等
の
取

締
規
定
に
違
反
す
る
か
ど
う
か
は
格
別
、
少
な
く
と
も
法
第
二
百
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
「
選
挙
の

規
定
に
違
反
す
る
こ
と
が
あ
る
と
き
」
に
は
当
た
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

以
上
の
と
お
り
、
本
件
選
挙
を
無
効
で
あ
る
と
す
る
申
立
人
の
主
張
は
理
由
が
な
く
、
申
立
人
の
異
議

の
申
出
を
棄
却
し
た
市
委
員
会
の
決
定
は
正
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
取
り
消
す
理
由
は

な
い
。

よ
っ
て
、
当
委
員
会
は
、
主
文
の
と
お
り
裁
決
す
る
。

平
成
十
八
年
五
月
九
日

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
　
　
竹
　

克
　
彦



補
助
者
の
氏
名
　
　
　
　
　

住
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
　
　
　
　
　
　
補
助
で
き
る
期
間

石
　
川
　
千
　
晶
　
香
川
県
高
松
市
錦
町
2
丁
目
4
番
25－
403号

小
　
林
　
裕
　
彦
　
岡
山
県
玉
野
市
玉
原
1
丁
目
11番
18号

中
　
由
　
規
　
子
　
東
京
都
小
平
市
上
水
新
町
3
丁
目
14番

9
号

青
　
山
　
貞
　
一
　
東
京
都
品
川
区
小
山
3
丁
目
22番
22号

石
　
井
　
吉
　
春
　
北
海
道
札
幌
市
中
央
区
大
通
西
19丁
目
1
番
地
328

ダ
イ
ア
パ
レ
ス
大
通
第
2
－
1010号

江
　
越
　
博
　
昭
　
神
奈
川
県
横
浜
市
青
葉
区
た
ち
ば
な
台
二
丁
目
11番
地
67

河
　
口
　
眞
理
子
　
東
京
都
新
宿
区
北
新
宿
2
丁
目
6
番
9
－
401号

平
成
18年

5
月
9

日
か
ら
平
成
19年

3
月
31日
ま
で

平
成
十
八
年
五
月
九
日
印
刷
発
行

印
刷
発
行
所
　
　
香
　
　
川
　
　
県
　
　
庁

（
購
読
料
月
極
二
千
五
百
円
）

古紙配合率70％
白色度70％再生紙を使用しています

香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
八
年
五
月
九
日

（
第
九
三
三
五
号
）

六

香川県報は、香川県ホームページにも掲載しています。
http://www. pref. kagawa. jp/

●
香
川
県
監
査
委
員
告
示
第
１
号

包
括
外
部
監
査
人
大
西
俊
哉
が
実
施
す
る
監
査
の
事
務
を
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年
法
律
第
67号
）
第

252条
の
32第

1
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
者
に
補
助
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
監
査
委
員
と
包
括
外
部
監

査
人
大
西
俊
哉
と
の
間
で
協
議
が
調
っ
た
の
で
、
同
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
告
示
す
る
。

平
成
18年

5
月
9
日

香
川
県
監
査
委
員
　
　
石
　
川
　
　
　
豊

同
　
　
　
　
　
辻
　
村
　
　
　
修

同
　
　
　
　
　
石
　
川

治

同
　
　
　
　
　
野
　
田
　
峻
　
司

監
査
委
員
告
示


